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Ⅰ 平成３０年度事業報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概 況 

道の駅「ゆうひパーク三隅」は平成 6 年開業以来 25 年四半世紀が経過いたしました。全

国道の駅は毎年増加の一途を辿りこの一年間で 6 駅程度新設され登録申請中を含め 1160 駅

となっております。道の駅は地域の核としての役割が益々求められるようになりなってきま

した。 

当施設も経年劣化により雨漏りや外壁塗装の不具合が目立つようになり老朽化が進んで

きておりますが平成 30 年度に引き続き、令和元年度も外壁の修繕を初め老朽化した設備等

のリニューアルを計画して頂くことになりました。道の駅に求められている三つの機能が充

分発揮できる施設になっていくものと喜んでいるところです。 

さて営業概況ですが、少子高齢化・地方における人口減少は止まるところを知らず、合わ

せて浜田三隅道路が石見三隅 IC 迄の全線開通 3 年目における安定した高速道路利用等によ

り当駅を取り巻く人の往来にも影響し、そのことが来客数や売上実績の伸び悩みに影響を及

ぼしております。この状況は将来も続くものと予想しており、目的として来駅いただくお客

様の拡大が必要となっております。 

営業結果は、当初計画経常損益で、16.3 万円余りの経常利益予定に対して目標未達となり

144.7 万円の欠損となり 3 年連続の不本意な成績に終わりました。これは売上計画に対して

は 146 万円の過達となりましたが、レストラン材料費の 2 年連続の高騰、役員報酬の継続支

給、アルバイト採用による販売員給与の増が利益に寄与できなかった主たる要因と考えます。 

道の駅の目的は①休憩機能、②情報発信機能、③地域連携機能に加えて、第二ステージと

いわれる④防災機能、⑤環境保全機能が求められております。道の駅に求められる使命を今

後とも一層推進する必要があります。 

 

平成３０年度実施事項は、 

1. 従業員に対し５Ｓ教育を継続し、サービスと品質の基本であることを広報や実践で教

育致しました。 

2. 魅力ある商品の品揃えについては、新商品を採用してまいりましたが、なによりも地

元産品の採用を重要課題と位置づけ活発化を継続致しました。その結果町内産の売上

比率は 37.0 パーセントに拡大し安定的に商品確保につなげてきました。 

3. ＰＲ活動の展開については「ゆうひパーク三隅便り」を毎月発行し市内各地域で回覧

を行いました。併せてフェイスブックにもアップして多くのお客様にご覧いただくこ

とができました。 

4. 市場調査と情報収集については、島根県「道の駅」交流会が開催する会合には積極的

に出席致しました。また、国土交通省浜田河川国道事務所が主体となった西部地域の

道の駅情報交換会にも参画し今後の取り組みについて勉強しました。 

 

 浜田三隅道路の影響は安定した状態となり 29年度が底と見られ 30年度は若干回復の兆し

が見受けられるようになりました。日中の営業時間内に如何に立ち寄りいただくかが課題で

あり、イベントに頼らず一層の情報発信による来店者増と口コミ客増の方法について検討が

必要となっております。 
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２.平成３０年度月別売上の経過（税抜額） 
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３．庶務の概要  

（令和元年 5 月 31 日現在） 

 

（１）株主に関する事項 

株   主   名   株   式   数   出 資 割 合（％） 

浜 田 市 68   56.67  

島 根県農業 協同組合 10   8.33  

漁業協同組合 JF しまね 10   8.33  

石 央 商 工 会 4   3.33  

久 保 田 重 信 24   20.00  

吉 岡 秀 樹 1   0.83  

営 農 組 合 グ ル ー プ 

東平原上営農組合 

  下今明みのり市 

 林研グループ 

3   2.50  

発 行 済 株 式 の 総 数 120   100.00  

 

（２）従業員の状況 

役 職 係 名  本 年 度 末 人 員   備    考 

店 長 1 名   

事 務 員 1 名   

販 売 員 1 名   

調 理 員 2 名   

調 理 サ ー ビ ス 係 3 名   

清 掃 員 1 名   

計 9 名   

 

（３）会議の状況 

開 催 月 日 会 議 の 内 容 

平成 30 年 7 月 24 日 平成 29 年度決算会計監査 

平成 30 年 7 月 26 日 平成 29 年度定時株主総会 

平成 31 年 1 月 25 日 平成 30 年度上期決算会計監査 

平成 31 年 1 月 29 日 平成 30 年度上期決算報告取締役会 
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４．会社が対処すべき課題    

 

（1） きれいな道の駅の維持 

 

（2） 入込客数増加策の展開 

      

安価な地元産品の販売拡大 

 

    情報発信頻度の増加と口コミ客の増大 

 

    魅力ある「道の駅」の構築～安い・新鮮・珍しい 

 

 トワイライトエクスプレス瑞風の活用継続 

 

（3） 道の駅交流会、国土交通省との連携による情報発信 

 

（4） 広報活動の展開 

        「ゆうひパーク便り」の月次発行 

        フェイスブックによる情報随時発信 
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５. 平成３０年度貸借対照表 
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６．平成３０年度損益計算書 
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７．平成３０年度販売費及び一般管理費 
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８．平成３０年度株主資本変動計算書 
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Ⅱ 平成３０年度事業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

１．令和元年度事業計画書 
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２．令和元年度売上目標（税込額） 
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３．令和元年度損益計画書 
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